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「
多
重
債
務
」
は
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
危
機 

!!

多
重
債
務
と
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
月
賦

販
売
、
消
費
者
金
融
な
ど
を
利
用
し
て
、
そ
の
返

済
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
状
態
を
言
い
ま
す
。

俗
に
言
う
「
借
金
で
首
が
回
ら
な
い
状
態
」
で
す
。

バ
ブ
ル
の
時
代
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
品
の
購
入
や

ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
の
浪
費
に
よ
り
借
金
を
重
ね
る

人
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で
は
、

経
済
の
低
迷
に
よ
る
失
業
、
収
入
途
絶
、
生
活

費
補
て
ん
の
た
め
の
借
入
な
ど
、
経
済
的
困
窮
に

よ
り
多
重
債
務
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
多
く
を
占
め
て

い
ま
す
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
欧
州
危
機
な
ど
で
経
済

情
勢
の
低
迷
が
引
き
続
く
中
、
公
務
員
の
世
界
で

も
東
日
本
大
震
災
対
応
の
た
め
7
・
8
％
の
給

与
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
先
の
通
常
国
会
で
は
消
費

税
率
ア
ッ
プ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
確
定
す
る
な
ど
、

い
ま
す
。

借
金
の
件
数
で
は
信
販
や
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
な

ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
関
係
（
カ
ー
ド
や
割
賦
販
売
）

が
50
％
程
度
を
占
め
ま
す
が
、
金
額
ベ
ー
ス
で
は

23
％
と
シ
ェ
ア
は
ダ
ウ
ン
し
、
む
し
ろ
都
市
銀
行

や
地
方
銀
行
な
ど
の
銀
行
関
係
（
カ
ー
ド
や
各
種

ロ
ー
ン
）
か
ら
の
借
入
金
額
が
32
％
と
高
い
比
率

に
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
金
融
な
ど
の
貸
金
業

関
係
（
サ
ラ
金
）
か
ら
の
借
り
入
れ
は
、
件
数
ベ

ー
ス
で
24
％
、
金
額
ベ
ー
ス
で
13
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。手

軽
で
身
近
な
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

ク
レ
ジ
ッ
ト
（credit

）
と
は
、本
来
は
「
信
用
」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
転
じ
て
、
信
用
貸
し
に
よ

る
販
売
や
金
融
（
信
販
、
月
賦
販
売
、
消
費
者

金
融
な
ど
）
を
表
す
用
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
最
も
身
近
な
例
は
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」

借
金
問
題
か
ら

あ
な
た
を
救
う

「
多
重
債
務
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
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日
々
の
暮
ら
し
へ
の
圧
迫
感
も
強
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
定
期
収
入
の
確
実
な
暮
ら
し
で
あ
っ
て
も
、

教
育
費
や
医
療
費
な
ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い
資
金

を
計
画
的
に
確
保
し
て
い
く
堅
実
性
を
忘
れ
れ
ば
、

人
生
設
計
は
大
き
く
狂
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
多
重
債
務
」
に
陥
る
き
っ
か
け
と
借
入
先

公
益
財
団
法
人
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
協
会
（
以
下
「
J
C
C
A
」
と
言
い
ま
す
）

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
に
つ
い
て
、
多
重
債
務
の
基

と
な
っ
た
借
金
の
動
機
を
見
て
み
る
と
（
平
成
23

年
度
／
複
数
回
答
）、
生
活
費
の
補
て
ん
が
60
％

強
、
失
業
・
転
職
・
収
入
減
が
50
％
弱
と
多
く

を
占
め
、
贅
沢
品
の
購
入
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
原
因

と
す
る
も
の
は
い
ず
れ
も
10
％
台
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。

多
重
債
務
者
の
借
入
先
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
銀

行
、
貸
金
業
の
3
大
業
界
が
80
％
近
く
を
占
め
て
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で
す
。
日
本
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
枚
数
は

3
億
2
千
万
枚
に
達
し
て
お
り
、
成
人
1
人
当
た

り
約
3
枚
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
計
算
に
な
り

ま
す
。

現
金
が
な
く
と
も
好
き
な
も
の
が
買
え
て
便
利

な
の
で
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を「
魔
法
の
カ
ー
ド
」

と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。
カ
ー
ド
の
利
点
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
額
に
応

じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
好
き
な
景
品
に
交
換

も
で
き
て
、
現
金
で
買
う
よ
り
お
得
で
す
。
い
ざ

現
金
が
必
要
な
時
に
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
に
も
使

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
身
近
さ
や
便
利

さ
に
甘
え
過
ぎ
る
と
、
気
付
い
た
時
に
は
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

今
や
、
消
費
者
金
融
や
銀
行
系
の
カ
ー
ド
ロ
ー

ン
も
、
テ
レ
ビ
C
M
で
す
っ
か
り
お
馴
染
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。「
借
金
を
す
る
の
だ
」
と
い
う
心

の
垣
根
が
低
く
な
り
、
手
軽
に
お
金
を
借
り
て
し

ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社
会
問
題
と
な
っ
た
「
多
重
債
務
問
題
」

多
重
債
務
問
題
は
、
個
人
の
返
済
能
力
を
超

え
た
多
額
の
資
金
の
貸
付
け
や
、
判
断
能
力
の
十

分
で
な
い
人
へ
の
貸
付
け
な
ど
、
貸
し
手
側
の
不

適
切
な
行
為
が
大
き
な
要
因
だ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
挙
句
の
果
て
、
強
引
な
取
り
立
て
が
行
わ

れ
る
な
ど
の
社
会
問
題
も
顕
在
化
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

政
府
は
平
成
19
年
に
「
多
重
債
務
問
題
改
善

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
抜
本
的
な
対
策
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。
当
時
、
多
重
債
務
者
は
2
0
0

万
人
に
上
る
と
推
計
さ
れ
、
そ
の
相
談
件
数
も
5

年
間
で
9
倍
近
く
増
加
す
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

多
重
債
務
は
、
借
金
返
済
の
た
め
の
退
職
（
退

職
金
目
当
て
）
や
自
殺
、
家
庭
崩
壊
な
ど
、
借

金
し
た
本
人
ば
か
り
で
な
く
家
族
を
も
巻
き
込
ん

で
し
ま
う
、
ま
さ
に
「
借
金
地
獄
」
で
あ
り
、
深

刻
な
社
会
的
問
題
で
す
。

政
府
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
多
重
債
務
者

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
相
談
窓
口
の
整
備
・
強
化

が
急
務
と
さ
れ
、
J
C
C
A
に
対
し
て
も
相
談
拠

点
の
整
備
を
進
め
る
よ
う
要
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
同
時
並
行
し
て
貸
金

業
法
や
割
賦
販
売
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
22
年

に
完
全
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
①
総

量
規
制（
借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
の
防
止
の
た
め
、

借
金
の
総
量
を
個
人
の
年
収
の
3
分
の
1
ま
で
を

上
限
と
す
る
も
の
）
及
び
②
金
利
体
系
の
適
正
化

（
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
（
出
資
法
と
利
息
制
限
法

の
上
限
金
利
の
間
の
金
利
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は

有
効
と
さ
れ
て
い
た
）
を
撤
廃
し
、
新
た
な
借
入

の
上
限
金
利
を
最
高
で
20
％
に
規
制
す
る
も
の
）

の
2
点
で
す
が
、
そ
の
規
制
の
効
果
は
、
今
日
、

顕
著
に
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
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J
C
C
A
の
「
多
重
債
務
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

と
「
多
重
債
務
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」

J
C
C
A
は
、
多
重
債
務
者
の
生
活
再
建
と

救
済
を
目
的
と
し
た
公
正
・
中
立
な
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
う
組
織
と
し
て
昭
和
62
年
に
設
立
さ
れ

た
、
四
半
世
紀
の
歴
史
を
持
つ
法
人
で
す
。
平

成
24
年
4
月
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
公
益
認

定
を
受
け
、公
益
財
団
法
人
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

J
C
C
A
の
「
多
重
債
務
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
の
返
済
で
お
困
り
の
方
を

対
象
と
す
る
無
料
の
電
話
相
談
で
す
。
返
済
の
た

め
に
家
計
が
苦
し
く
な
っ
て
い
た
り
、
返
済
が
滞

る
よ
う
に
な
っ
て
、
ど
う
し
て
良
い
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
方
々
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
に
親
身
に

な
っ
て
応
じ
て
い
ま
す
。
協
会
発
足
以
来
の
相
談

件
数
は
、
約
18
万
3
千
件
に
も
達
し
ま
し
た
（
平

成
24
年
9
月
末
現
在
）。

ま
た
、
電
話
相
談
だ
け
で
な
く
、「
多
重
債
務

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と
銘
打
っ
た
面
接
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
予
約
も
、
全

国
12
箇
所
に
整
備
さ
れ
た
J
C
C
A
の
「
多
重

債
務
者
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
で
受
付
け
て
い
ま
す
（
平

成
25
年
1
月
末
現
在
／
東
京
、
仙
台
、
新
潟
、

静
岡
、
名
古
屋
、
広
島
、
福
岡
、
福
島
、
金
沢
、

浜
松
、
高
松
、
熊
本
、
沖
縄
）。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
J
C
C
A
が
委
嘱
し
た

弁
護
士
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
等
の
資
格
を
持
つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
2
人
1
組

と
な
り
、
法
律
的
な
対
応
と
家
計
の
見
直
し
の
両

面
に
渡
っ
て
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

己
破
産
」「
個
人
再
生
」
な
ど
、
幾
つ
か
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。
裁
判
手
続
き
に
よ
る
と
、
債
務
の

免
責
や
大
幅
カ
ッ
ト
が
実
現
し
た
り
し
ま
す
が
、

官
報
に
個
人
名
が
掲
載
さ
れ
た
り
、
30
〜
60
万
円

程
度
と
相
当
の
費
用
が
か
か
っ
た
り
も
し
ま
す
。

ま
す
。J

C
C
A
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
特
徴

多
重
債
務
の
解
決
策
と
し
て
は
、
私
的
な
整
理

で
あ
る
「
任
意
整
理
」、裁
判
手
続
き
で
あ
る
「
自

平成24年10月に開業した金沢相談室のチラシ

多重債務ほっとラインの電話番号と協会URL
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そ
こ
で
J
C
C
A
で
は
、
債
務
を
返
済
し
て
生

活
を
再
建
す
る
意
欲
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
無

料
で
任
意
整
理
（
債
権
者
と
の
話
し
合
い
で
債
務

を
整
理
す
る
手
続
き
）
を
行
い
、
相
談
者
の
救
済

を
図
っ
て
い
ま
す
。
多
重
債
務
者
の
平
均
的
な
借

入
先
は
5
〜
6
社
で
す
の
で
、
20
万
円
ほ
ど
の
費

用
が
無
料
と
な
る
計
算
で
す
。
こ
れ
ま
で

J
C
C
A
は
、
無
料
の
任
意
整
理
を
約
1
万
2

千
件
も
行
っ
て
来
て
お
り
、
多
く
の
感
謝
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

J
C
C
A
の
無
料
の
任
意
整
理
で
は
、
債
権

者
に
取
り
立
て
の
中
止
を
求
め
、
弁
済
計
画
の
策

定
、
業
者
と
の
交
渉
な
ど
も
、
全
て
協
会
が
行
い

ま
す
の
で
安
心
で
す
。

J
C
C
A
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
家
計
の
抜

本
的
な
再
建
が
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

家
計
管
理
の
専
門
家
の
助
言
に
よ
っ
て
、
当
面

に
お
い
て
家
計
か
ら
返
済
資
金
を
捻
出
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
借
金
の
完
済
後
に
は
、

家
計
に
余
裕
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
。

「
多
重
債
務
者
」
の
最
近
の
動
向

改
正
貸
金
業
法
等
の
完
全
施
行
か
ら
2
年
を

経
過
し
た
現
在
、
多
重
債
務
者
は
ピ
ー
ク
の
5
分

の
1
の
40
万
人
程
度
に
減
少
し
た
と
言
わ
れ
、
自

己
破
産
者
も
約
6
割
に
減
少
し
ま
し
た
。
改
正
当

時
、
正
規
の
業
者
か
ら
借
り
ら
れ
な
い
者
が
ヤ
ミ

金
融
に
走
り
、
被
害
が
深
刻
化
す
る
と
の
懸
念
が

あ
り
ま
し
た
が
、
警
察
庁
の
統
計
で
も
ヤ
ミ
金
融

被
害
は
、
む
し
ろ
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

J
C
C
A
へ
の
電
話
相
談
件
数
や
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
実
施
件
数
を
見
て
も
、
最
近
は
顕
著
な
減
少

傾
向
が
認
め
ら
れ
、
統
計
か
ら
見
れ
ば
、
多
重
債

務
者
は
減
少
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、経
済
情
勢
の
先
行
き
の
不
透
明
感
や
、

消
費
税
増
税
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
現
実
化
な
ど
、

庶
民
の
生
活
を
め
ぐ
る
状
況
は
依
然
厳
し
く
、
多

重
債
務
者
の
発
生
に
つ
い
て
も
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。多

重
債
務
は
、
借
金
し
た
本
人
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
困

っ
て
い
る
ご
家
庭
が
あ
る
限
り
、
J
C
C
A
の
取

り
組
み
は
続
き
ま
す
。

1
人
で
悩
ま
ず
、「
多
重
債
務
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
合
っ
た
解
決
策

が
き
っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。
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日本クレジットカウンセリング協会のホームページ
http://www.jcca-f.or.jp

◎問い合わせ件数とカウンセリング件数の推移（最近5年間）


